
 

 

 

 

 

 

携帯用カイロの使用について 

朝晩の冷え込みも厳しくなってきました。子供たちは、寒さに負けじ

と休み時間に校庭やゆめ広場で元気よく遊んでいます。 

さて、携帯用カイロの使用についてご連絡をさせていただきます。基

本的には、学習に必要のないものは持ってこないことが芝浦小学校の約

束となっています。もちろん携帯用カイロも例外ではなく、持ってこな

いことを原則としています。携帯用カイロの酸化鉄は、袋が破れて目に

入るととても危険であることも理由です。 

子供たちの身体は発達途中であり、暑さや寒さの体温調節を自分でできるようになるた

めの機能が育っている最中です。そのため、学校では登校したらジャンパーやコートなど

の上着を脱いで生活することになっています。しかし風邪気味であったり体調が芳しくな

かったりする場合に、どうしても携帯用カイロを持たせたいという要望があるのも理解し

ております。 

そこで、以下のような対応をとってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

また、貼るタイプのカイロについては、低温やけどの可能性もあることから、学校とし

てはおすすめいたしません。児童の落ち着いた学校生活のためにも、ご理解・ご協力いた

だきますよう、よろしくお願いいたします。 
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・原則学校への持ち込みは不可 

・特別な理由があるときのみ、学校への持ち込みは可 

・持ってくる場合は次の３点を厳守 

  ①絶対にポケットから出さない 

  ②授業中に携帯用カイロを触って遊ばない  

③登下校中も含め、投げて遊んだり、友達に貸したりしない 


